
『“例会再開に当たっての留意点”の補足説明』 
Ｓ協ホームページとS協ニュース 7月号（No293）でお伝えいたしました「例会再
開にあたっての留意点」につき、技術委員会として以下の補足説明をいたします。 

技術委員長 勝亦隆夫 
《ダンスプログラム上の留意点》 
1 例会におけるダンスのスタイルについて 
ノーハンドダンスや小道具を使ったダンスは、一日も早く仲間と踊りたいと願
う会員のために、フィジカル・ディスタンスに配慮して考案された興味深いア
イデアです。しかし、リードされてようやく踊れる経験の浅いダンサーにとっ
て、手を使わないダンスはかなり大変です。これらは、Ｓ協が勧める新しいダ
ンススタイルではないことをご理解ください。利用施設での制約が無く、会員
の合意があり、今まで通りのスタイルで踊る場合は、基本の感染防止対策をし
た上で、マスクの着用、1 チップ 10 分程度、1 チップごとの手洗い・消毒、換
気を必ず実行してください。 

2 ダンスに手袋は必要ですか？ 
ウイルスは健康な皮膚には侵入できず、表面に付着するだけと言われています。
手洗い・消毒で、手についたウイルスを口、鼻、目から取り込まないことが肝
心です。ダンス中は顔に手を触れないよう十分に注意しましょう。手袋着用は
安全と思われがちですが、着脱が面倒でチップごとの手洗い・消毒がおろそか
になることが多いため、S 協としては勧めていません。ただし、利用施設から
の要求であれば、それに従ってください。 

3 コーラー・キュアーからの飛沫防止策 
マスクをつけてコールやキューイングをすると、ダンサーが聞きづらくなるこ
とがあります。マスクを外すならダンサーとのフィジカル・ディスタンス（２
m以上）をしっかりと保って下さい。その場合は、ダンサーとの間にビニール
カーテン等を設けることをお勧めします。フェイスシールドはマスクの補助と
して用いるもので、単体での使用はほとんど意味が無いと言われています。マ
イクシールドも同様で、飛沫防止ができると勘違いするとかえって危険なため、
S 協としてはお勧めできません。 

4 ラウンドダンスについて 
ワルツやツーステップはクローズド・ポジションなど、密着度の高いポジショ
ンが多いため、当分の間控えるか、シャドウでのソロダンスを勧めていますが、
ルンバやチャチャは離れて踊ることが多いため、簡単な振付で、密着する動作
のない曲なら実施できそうです。 

5 感染防止で最も大切なこと！ 
ダンス中は必ずマスクを着用し、１チップ踊るたびに換気、手洗い・消毒を励
行してください。スナックはしばらく我慢です。 
そして、最も重要なのはご自身の体調管理です。クラブ内外のお友達との会食
や飲み会も当面見合わせましょう。 
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